
「症例報告」を書くコツ（２）

大病院での臨床経験は地域病院のそれより多
いものであろうか？「いろんなケースを勉強するに
は、都会の大きな病院がいい」本当にそれほど単
純であろうか？

３０年前、私が新潟県小出で経験させてもらった極
めて珍しい症例は研究会では報告させてもらったもの
である。今、そのデータを見返し、あらためて症例報
告の重要性を痛感する。

前項で上げたように、「これなんだろう？」と思う
症例は、データをその時なりに整理しておくこと
を勧める。

都会の大きな病院がいい

データをその時なりに整理しておく

症例報
告の重要性



腹部膨満を症状とした腹膜偽
粘液腫の１例

小林英司１）、原 滋郎１）

１）新潟県立小出病院外科

１９８４年（昭和５９年）の症例

コツ１：珍しいと思った症例は手術中の写真（画像）
を必ずとっておく



当時のまとめ （１）



当時のまとめ （２）











当時のまとめ （３）

当時の小出病院外科は私を入れて２人しかいなかったが、
指導医の原滋郎先生は、本当に素晴らしい外科医だった。



コツ２：さーＩＣＴを使って調べてごらん



「１９２ 腹膜偽粘液腫」があるでないか！



君もいずれ研究班の仲間入りだ！



コツ３：さらに届く学会誌は、タイトルだけでもい
いので目を通す癖をつける
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